
　　

今月の主な内容 今月の表紙
野上第１保育所竣工・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
平成22年消防訓練初め式行われる
議会だより（第４回定例会）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
平成20年度決算の公表について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４
まちの話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５
健康・福祉ガイド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６～７
お知らせ（地上デジタル放送受信支援制度について）・・・・・８～９
ふれあいネット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10～13
消防だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
町民カレンダー・お知らせ(募集)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
平成22年成人式行われる（二十歳の誓い）・・・・・・・・・・・・・・・16　　 2010

第50号 2

　１月 10日（日）、中央公民館で新成人 102人が
出席して、平成 22 年紀美野町成人式が行われま
した。
【写真：紀美野町民歌を斉唱する新成人の皆さん】
　　　　　　　　　　　　　　（16面に関連記事）
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１
月
11
日
、
紀
美
野
町
動
木
に
完
成
し

た
野
上
第
１
保
育
所
の
新
築
工
事
竣
工
式

が
町
、
町
議
会
、
保
育
所
関
係
者
ら
約
50

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
保
育
所
は
、
鉄
骨
造 

平
屋

建
て
、
延
床
面
積
１
，３
３
２
．
５
㎡
。

保
育
室
（
５
室
）、
乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室
、

遊
戯
室
、
子
育
て
支
援
室
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
促
進
協
議
会
か
ら
補
助
金
を

頂
き
、太
陽
光
発
電
設
備
（
容
量
20
ｋ
ｗ
）

が
整
備
さ
れ
、
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
昨
年
12
月
７
日
か
ら
、
こ
の
新
し

い
保
育
所
で
保
育
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
近
隣
の
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式
が
、

１
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
紀

美
野
町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
消
防
団
員
、
消
防
署
員
総
勢

６
０
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
の
式
辞
、

七
良
浴
消
防
長
の
訓
示
の
後
、
団
員

表
彰
、
新
入
団
員
（
14
人
）
の
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀
美
野

町
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ
り
、
一
層

式
典
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
分
列
行
進
、
同
セ

ン
タ
ー
下
の
河
原
で
放
水
訓
練
が
行

わ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
消
防
職
団
員
の

行
動
か
ら
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
と
い
う
士
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

農村総合センター下の河原で行われた放水訓練

保育室

遊戯室

テープカット

完成した野上第1保育所

野
上
第
１
保
育
所　

完 

成
!!

町民の安全と安心な暮らしを願って

１
月
11
日
に
竣
工
式

地
域
の
子
育
て
の
拠
点
と
し
て

平成 22年　紀美野町消防訓練初め式

完成した野上第1保育所
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議  

案
条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
議
会
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
等
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
□
紀
美
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

□
紀
美
野
町
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
役
場
支
所
及
び
出
張
所
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

□
紀
美
野
町
地
区
集
会
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

そ
の
他

□
和
歌
山
県
町
村
議
会
議
員
等
公
務
災
害

補
償
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

□
和
歌
山
県
町
村
議
会
議
員
等
公
務
災
害

補
償
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て

□
和
歌
山
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

□
和
歌
山
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て

□
和
歌
山
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
事
務

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

請　

願　

□
長
谷
川
の
護
岸
対
策
に
つ
い
て

陳　

情

□
紀
美
野
町
立
中
学
校
の
学
校
給
食
に
つ

い
て

※
平
成
21
年
度
各
会
計
補
正
予
算
は
、
上

表
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
21
年
第
４
回
紀
美
野
町
議
会
定
例

会
は
、
11
月
30
日
に
招
集
さ
れ
、
12
月
11

日
ま
で
の
12
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
21
年
度
各
会
計
補

正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
改
正
な
ど
案

件
23
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
請
願
１
件
と
陳
情
１
件
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審

査
さ
れ
て
い
ま
し
た
一
般
会
計
な
ど
11
件

の
平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て
も
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

式典風景 団員を観閲する寺本町長ら

議
会
だ
よ
り

第
4
回
定
例
議
会

会　計　区　分 補正額 補正後の歳入
歳出予算額

一　般　会　計 61,811 7,690,021 

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 53,370 1,547,069 
国民健康保険診療所事業特別会計 106 119,701 
後期高齢者医療特別会計 32 350,097 
介護保険事業特別会計 80,233 1,503,663 
農業集落排水事業特別会計 10 26,202 
のかみふれあい公園運営事業特別会計 942 105,713 
野上簡易水道事業特別会計 5,772 91,836 
美里簡易水道事業特別会計 51 137,505 

企　業　会　計
公営
企業 上水道事業会計 (収益的収支 ) 0 120,090 

（単位：千円）平成２１年度　補正予算

一般会計補正予算の主な内訳 （単位：千円）

・ インフルエンザ予防接種費用助成事業 11,685 
・ 町農業経営支援事業 8,000 
・ 森林整備加速化・林業再生事業 1,340 
・クラブ助成及び生徒派遣事業 1,050 
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平成２０年度決算の公表
　一般会計決算は、歳入総額 75 億 319 万円、歳出総額 72 億 6,511 万円で差引残高 2億 3,808 万円となり、そのうち翌年
度へ繰越すべき財源の 2,624 万円を差し引いた 2億 1,184 万円が実質収支（黒字）となりました。
　平成 20 年度末地方債現在高は、119 億 1,246 万円となり、対前年比 5億 7,479 万円の減額となりました。平成 20 年度
財政調整基金残高は、5億 5,241 万円となり、対前年比 1億 3,617 万円の増額と
なりました。
　歳出目的別では、公債費が 23.2％、民生費が 17.2％とこれらが多くを占める
こととなりました。
　地方自治体の財政は、極めて厳しい状況が続いています。しかし、限られた
財源の中で、行政効率の向上を目指し、効果あるサービスを提供していきます。

参考）
「公債費」･･･借金等の償還に要する経費
「民生費」･･･社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉、生活保護及び災害救助関係に要する経費

( 単位：万円 )

( 単位：万円 )町税の内訳 (単位：百万円)地方債残高の状況

町民１人当り
使われたお金
647,572円

町民１人当り
納めたお金
88,384円

１世帯当り
使われたお金
1,564,071円

１世帯当り
納めたお金
213,473円

人口11,219人
（平成21年3月31日現在）

世帯数4,645戸

※普通会計ベースによる算定

（　）内は構成比

会　計　区　分 歳入 歳出 差引

一　般　会　計 75億 319 72億6,511 2億 3,808

特
別
会
計

国民健康保険事業 15億3,911 14億9,773 4,138

国民健康保険直営診療所事業 1億 1,151 9,939 1,212

野上簡易水道事業 2億 7,845 2億 4,755 3,090

美里簡易水道事業 1億 1,501 1億 1,426 75

老人保健事業 1億 8,878 1億 9,391 △ 513

農業集落排水事業 2,528 2,506 22

介護保険事業 14億3,813 14億2,247 1,566

のかみふれあい公園運営事業 6,410 5,756 654

後期高齢者医療 3億 1,507 3億 1,319 188

企業
会計 上水道事業会計（収益的収支） 1億 2,154 1億 1,575 579

現年課税分 滞納繰越分 合計

市町村民税 4億 1,764 551 ４億2,315

固定資産税 4億 9,270 888 5億 158

軽自動車税 2,940 69 3,009

町たばこ税 3,313 － 3,313

入 湯 税 363 － 363

合 計 9億 7,650 1,508 9億 9,158

平成19年度
末現在高

平成20年度
発行額

平成20年度償還額 平成20年度
末現在高元金 利子 計

124億 87 8億 91 14億 66 2億 27 16億 93 119億 12
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12
月
20
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
た
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ

ン
大
会
も
通
算
９
回
目
と
な

り
、
年
末
の
走
り
納
め
の
大
会

と
し
て
定
着
し
、
県
内
外
か
ら

約
１
３
６
０
人
の
参
加
者
を
迎

え
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
朝
降
っ
た
雪
も
、

開
会
式
に
は
無
事
降
り
止
み
、

ラ
ン
ナ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
わ

や
か
な
汗
を
か
き
な
が
ら
走
る

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
各
種
団
体
や
協
賛
各
社
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
本
当

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

仲
良
く
親
子
で
遊
ぼ
う
・
学

ぼ
う
・
ふ
れ
あ
い
を
広
げ
よ
う

と
１
月
13
日
（
水
）、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
コ
ア
ラ
教
室
の

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
が
子
ど
も
た

ち
と
そ
の
保
護
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
約
30
人
が
参
加
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
教
室

は
、
１
歳
半
か
ら
３
歳
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

集
団
で
の
遊
び
な
ど
を
親
子
で

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
月
１
回

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

づ
く
り
に
挑
戦
。
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
も
、
ゆ

が
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
を
む

き
、ほ
ぐ
し
て
形
を
整
え
、オ
ー

ブ
ン
で
上
手
に
焼
い
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
焼
き
た
て
の
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
（
土
）、
き
み
の

定
住
を
支
援
す
る
会
主
催
の

「
き
み
の
の
家
を
な
お
す
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
大
角
地
区
で

開
か
れ
、
大
阪
や
和
歌
山
市
、

海
南
市
か
ら
田
舎
暮
ら
し
や
古

民
家
の
改
修
に
興
味
が
あ
る
方

12
人
と
町
内
に
定
住
さ
れ
て
い

る
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
空
き
家
を
田
舎
生

活
体
験
施
設
と
し
て
利
用
す
る

た
め
の
改
修
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者

は
、床
板
張
り
や
外
壁
塗
装（
べ

ん
か
ら
）
な
ど
の
仕
方
を
学
び

ま
し
た
。
今
後
、
計
５
回
に
わ

た
り
、
古
い
家
を
住
み
継
ぐ
技

を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

詳
し
い
様
子
は

（http://giitiproject.blog13.fc2.com
/

）
を

ご
覧
下
さ
い
。

楽しくスイートポテトを作る親子

のこぎりを使って床板用の板を
加工する参加者

元気よくスタートするクォーターマラソンの選手たち

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
３
km
）
に
出
場

さ
れ
た
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
井
上　

悟

さ
ん
（
左
）

ス
タ
ー
ト
す
る
選
手
た
ち
（
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
・
３
km
女
子
）

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

〝
き
み
の
〞の
家
を
な
お
す　

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

師走の紀美野路を
　　　ゴールに向かって全力疾走 !!

第4回紀美野ふれあいマラソン大会

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
　

開
か
れ
る
!!

コ
ア
ラ
教
室
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海
南
保
健
所
だ
よ
り

事業名 対象・内容等 日　時
健康相談 健康診断書の作成

一般健康相談
２月　９日（火）　１４：００～１６：００
２月２３日（火）　１４：００～１６：００

エイズ検査 エイズの各種相談 ２月　９日（火）　１４：００～１６：００
２月２３日（火）　１４：００～１６：００

検便 ２月　９日（火）　１４：００～１６：００
２月２３日（火）　１４：００～１６：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

２月１０日（水）　　９：００～
２月１８日（木）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。

２月　９日（火）　１５：００～１６：００
２月２３日（火）　１５：００～１６：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　 ９：００～１７：００
エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された

場合は約２週間後）にお知らせします。
２月２３日（火）　１７：００～１９：００
※予約制です。

教室名 日　　時 場　　所

コアラ ２月９日（火）
９：３０～１１：３０

子育て支援センター
（わらべうた）

カンガルー ２月２３日（火）
９：３０～１１：００ 総合福祉センター

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター 毎週月曜日／9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日／9：00～11：30

自然体験世代
交流センター

鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
毎月　第２・４週の木曜日／9：30 ～11：30

育児相談
子育て支援センター開放日と同じ日・時で行います。
（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■場　所：総合福祉センター
　　　　　３日、１０日、１７日、２４日（いずれも水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持っ
てきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこない
ます。

お問い合わせ先：保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

★遊びの教室のご案内

　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される
方は、申込みよろしくお願いします。

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○第一保育所：２月９日（火）・２３日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：２月８日（月）・２２日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：２月５日（金）・１９日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：２月　３日（水）・１７日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所：２月１０日（水）・２４日（水）　℡４９９－０１３１

〈お申込みは、子育て支援センター ℡489-9711まで〉
※留守の場合は、第二保育所

虐待予防に関する相談窓口

連絡先

平日（８：３０～１７：１５）
℡４８９－９９６０（直通）
休日・夜間（１７：１５以降）
℡４８９－２４３０

場　所 紀美野町下佐々１４０８－４
紀美野町総合福祉センター内

地域包括支援センター（保健福祉課）

２月の日程健康相談のお知らせ

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
日　時 ２月２８日（日）

午前９時３０分～１１時　受付
場　所 総合福祉センター

※フッ素塗布は、平成１６年４月２日から平成２０年２月２８日
生まれの子どもが対象となります。
※歯科健診は、町民の方ならどなたでも受けていただけます。
　皆さんぜひお越しください。
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　メタボが気になる方、健康体を維持したい
方、もっと健康になりたい方、健康的な食事や
食習慣についてみなさん一緒に学びましょう。

障がい者巡回相談のお知らせ

健康づくりコーナー

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による
巡回相談を下記のとおり実施します。「障害福祉に関する制度を知
りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのあ
る人や保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情
報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してく
ださい。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、右記事業所
までご連絡ください。

対　象　者 精神障がいの方・
家族の方

身体障がいや
知的障がいの方・家族の方

月　　　日 ２月２日（火） ２月１７日（水）

場　　　所
時　　　間

・総合福祉センター
　9 時３０分～正午
・美里支所
　13 時３０分～１６時

・総合福祉センター
　9時３０分～正午
・美里支所
　13時３０分～１６時

予　約　先
野上厚生病院内
相談支援事業所
℡  489－2908

療育センターＡ
あ お い

ＯＩ
℡  483－ 0454

≪お問い合わせ・申し込み先≫

（高齢者筋力向上トレーニング事業）

シルバー☆転ばん塾
　　　第１５期生募集中！・開催中！

ヘルシー料理にチャレンジ！
（料理教室 後期Part. ５）　  

日  時 平成２２年２月２６日（金）
午前９時３０分～昼食終了まで

場  所 総合福祉センター（調理実習室）

内  容 調理実習と講話
「もう一度確認してみよう。
　　　　食事のバランスについて。」

持ってくる物 エプロン、三角巾、持ち帰り用容器
健康管理ファイル（持っている方）

参加費 ２００円 定　員 15人

申し込み
締め切り

２月２３日（火）※但し、申込者多数の場合は抽選
により決めさせていただきます。

　最近『足腰が弱くなった』『つまずきやすくなった』など感
じていませんか？　この教室は、これからのあなたの人生を、
元気で楽しく健康的に過ごしていくため、眠っている筋肉・
神経を目覚めさせ、足腰の筋力をつけるための運動教室です。

日  時 平成２２年１月２７日～３月３１日
（全１０回）毎週水曜日
午後１時３０分～３時３０分頃

場  所 総合福祉センター

 

まだ間に合います。
関心のある方はまずお電話を！

○接種スケジュールについて
　６５歳以上の高齢者の方は１月１５日から接種を開始しています。
　優先接種対象者以外の方については、スケジュールが決まり次第、回覧や町のホームページでお知らせします。

新型インフルエンザワクチン接種について

○接種回数について
　１３歳以上は原則１回です。基礎疾患がある等で２回接種が必要な方もあります。
　すでに新型インフルエンザにかかったと確定している方はワクチン接種は必要ないと思われますが、詳しくはかかりつけ医にご相談下さい。

ヘルスポイントをためて手作りジャムをもらおう
※※役場住民課・美里支所・各出張所でもジャムの交換ができるようになりました※※

健診の受診率向上と積極的な健康づくりのため、下記の条件を満たされた
４０歳以上の方に、新鮮果実を使った手作りジャムを進呈しています。

① Ｈ 21年度中に特定健診等の健診･がん検診･歯科健診を受けたこ
とが確認できる方
必ず健診結果等をお持ちください　（それぞれ１ポイント）

② 健康管理ファイル・健康手帳等に①健診結果、②受診状況、③服
薬状況を記録している方

③ Ｈ 21年度中に総合福祉センターのトレーニングルームの利用が
３回以上の方

④ 喫煙していない方

⑤ 自分の血圧値を把握している方（受付先でご本人にお聞きします）

＊受付先にヘルスポイント交換台紙をご持参ください
　（40歳以上の方全員にお送りしています）
＊受付先で対象条件が確認できたらハンコを押します
＊ポイントが３つたまったら「手作りジャム」と交換です !
※町が実施する健康のイベントでも交換できます。
　詳しくは下記にお問合せください。

⑥ 地域サロンや公民館活動などに参加している方
　（受付先でご本人にお聞きします）
⑦ 健康や介護予防を意識され行動されている方
　（受付先でご本人にお聞きします）《ポイント対象条件》

下記の条件に３つ以上該当されますと、手作りジャムに交換できます。
《交換方法・場所》　
保健福祉課のほか、１月より下記でも交換できます。お越しください。
（役場住民課・美里支所・小川出張所・志賀野出張所・国吉
出張所・長谷毛原出張所・真国出張所）

保健福祉課（総合福祉センター内）℡４８９－９９６０

【お問い合わせ】保健福祉課 ４８９－９９６０
　　　　　　　　海南保健所 ４８２－０６００
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地
上
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放
送
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信
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制
度
を
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用
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
（
ア
ナ

ロ
グ
）
が
平
成
23
年
７
月
24
日

に
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了
し
、
地
上
デ
ジ
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ル
放
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に
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。
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民
の
皆

様
に
は
、
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ま
で
に
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
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受
信
の
準
備
が
必
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と
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ま
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こ
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、
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で
は
町
民
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し
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、
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の
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、
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く
だ
さ
い
。

紀
美
野
町
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
支
援
商
品
券
交
付
制
度

①
助
成
内
容

　

１
世
帯
１
度
限
り
で
１
万
円

の
「
き
み
の
共
通
商
品
券
」
を

交
付
し
ま
す
。

②
交
付
を
受
け
る
事
が
で
き
る
者

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
で

紀
美
野
町
の
住
民
で
あ
り
、
か

つ
、
申
請
時
に
引
続
き
町
内
に

居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
っ

て
、
申
請
者
を
含
む
世
帯
全
員

の
平
成
21
年
度
の
町
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
者
（
＊
た
だ
し
、

国
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受

信
機
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購
入
等
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支
援
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受
け

ら
れ
る
世
帯
は
、
商
品
券
の
交

付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

③
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
１
月
20
日
か
ら
同

年
３
月
31
日
ま
で
（
土
日
祝
祭

日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

④
申
請
場
所

　

役
場
本
庁
、
美
里
支
所
又
は

各
出
張
所

⑤
申
請
書
類
（
役
場
本
庁
、
美

里
支
所
又
は
各
出
張
所
で
お
受

取
く
だ
さ
い
。）

○
同
意
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役
場
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次
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す
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つ
い
て
、

同
意
を
頂
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す
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ア
．
申
請
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む
世
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員
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平
成
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の
町
民
税
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課
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状
況

イ
．
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放
送

受
信
機
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給
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状
況
等
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（
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印
）

○
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人
確
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書
類
（
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者
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人
で
あ
る
事
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明
で
き

る
も
の
）

　

例　

運
転
免
許
証
、保
険
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

介
護
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
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ス
ポ
ー
ト
な
ど

⑥
商
品
券
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交
付
ま
で
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流
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役
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後
日
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さ
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頂

き
ま
す
。

⑦
お
問
合
せ

　

役
場
総
務
課

　
（
℡
４
８
９―

２
４
３
０
）

　

在
宅
で
徘
徊
行
動
の
あ
る
認

知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
が
位
置
情
報
検
索
サ
ー
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ス
を
利
用
す
る
た
め
の
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す
。

対
象　

初
期
費
用
（
機
器
代
金

等
、
新
規
利
用
に
係
る
費
用
）

助
成
額　

７
，０
０
０
円
を
上

限
と
す
る

申
請
に
必
要
な
書
類　

位
置
情

報
検
索
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
の

領
収
書
及
び
契
約
書
の
写
し

（
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９―

９
９
６
０
）

高
齢
者
位
置
情
報
検
索

　

サ
ー
ビ
ス
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

配偶者の退職（失業）により第３号被保険者の資格を失ったとき
　サラリーマン（厚生年金・共済組合の加入者）の被扶養配偶者は「第３号被保険者」として国民年金に加入していますが、配偶
者が退職（失業）して失職すると、夫婦ともに国民年金の「第１号被保険者」になる為の手続きを行い、お一人月額１４，６６０
円の保険料を納めることになります。

　国民年金には１年分または６ヵ月分など定められた月数分について、保険料を前納すると割引になる制度があります。
　退職（失業）された方について、夫婦お二人で国民年金の保険料を納めるのは大変ですが、将来の老齢基礎年金の年金額の減額
を防ぐために、前納制度を利用することをお勧めします。

退職（失業）時の特例免除制度
　保険料を納めることが経済的に困難な場合、申請して認められれば保険料の納付を免除される制度があります。この申請免除に
は所得制限があり、申請者本人はもちろん配偶者・世帯主の前年の所得が審査の対象となりますが、特に免除申請する年度または
その前年度に退職（失業）した場合は「特例免除」といって退職した方の所得状況を除外して審査が行われます。

免除制度を利用すると
① 免除された期間は老齢基礎年金・老齢厚生年金の受給資格期間に算入されます。
② 免除された期間は老齢基礎年金の２分の１の年金額が保障されます。
③ 万一、障害や死亡といった不慮の事故が発生したときに、障害基礎年金・遺族基礎年金を受け取ることができる場合の受給資
格期間に算入されます。

お問い合わせ　　　住民課年金係 ℡４８９－５９０３
住民・福祉室 ℡４９５－３４６４
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平成２２年度　海南海草老人福祉施設事務
組合入札参加資格審査申請の受付について

従業員（給与所得者）の町県民税は、
事業者（給与支払者）が毎月徴収し、
市町村に納付しなければなりません。
　従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者（給与支払者）
が、給与を支払う時に、天引きし、市町村に納めることになっ
ています。これを特別徴収といいます。（地方税法第３２１
条の３）従業員の所得税は給与から源泉徴収しているけれど
町県民税は特別徴収していないということはありませんか。
　詳しくは、税務課町県民税係までお問い合わせください。

　海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・販
売等の入札に参加される方は下記内容を熟読のうえ、必ず期
限までに申請書及び必要書類を提出してください。

◎ 納税に便利で安全、確実な口座振替をご利用ください。

◎ 町民税の申告（平成２２年度分）時期になりました

３月１日納期限です。
・固定資産税第４期分
・後期高齢者医療保険料 (普通徴収分 )８期分

◎ 町税等の納付について

　平成21年中（１月から１２月まで）の所得について町
民税の申告を受付します。給与支払報告書の提出のあった
方、又所得税の確定申告をされた方以外の人は町民税の申
告をしていただかなければなりません。特に国民健康保険、
後期高齢者医療保険、介護保険に加入されている方は、保
険税（料）算定に必要ですので必ず申告してください。申
告受付期間は２月１６日から３月１５日までです。

◎ 身体障害者等に対する軽自動車税の減免について
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は精神障害
者保健福祉手帳を交付されている方のために使用する軽自
動車等（原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び
２輪の小型自動車）で一定の要件を満たす場合は、障害者
の方１人について１台（自動車税を含んで１台）に限り、
申請により軽自動車税の減免が受けられます。
　手帳要件等詳しくは役場税務課までお問い合わせください。
　平成２１年度減免を受けた方には、更新手続きの案内を
お送りします。

申請場所 税務課・美里支所総務税務室
受付期間 　平成２２年度軽自動車税減免の申請は、

平成２２年２月１日より受け付けます。な
るべくお早めに（3月中に）申請してくだ
さい。なお、受付期限は納期限の７日前（平
成２２年度は５月２４日）です。
　受付期限を経過しますと減免できません
のでご注意ください。

必要な書類等 印鑑・身体障害者手帳等の原本・運転免許
証・車検証・生計同一証明書・通院や通学
等の証明書・常時介護証明書等

［免除申請］

役場本庁　税務課　℡４８９－５９０５

提出先及び
問い合わせ先

〒640-1121　
和歌山県海草郡紀美野町下佐々1408-7 番地
海南海草老人福祉施設事務組合　事務局
℡　489－ 3631
ＵＲＬ　http://www.yasuragien.com/

申請書宛名 管理者名
受付期間 平成２２年２月１日から平成２２年２月２６

日まで、但し、日曜日・土曜日及び祝日・休
業日は除く。
午前８時３０分から午後５時までの間、但し、
正午から午後１時までは除く。

有効期間 管内業者にあっては、（単年度）
管外業者にあっては、（２年間）
尚、管内業者につきましては、単年度更新と
なっていますので、登録手続きを必ず行って
ください。

提出書類 下表を参照のこと
提出方法 持参及び郵送（当日消印有効）でも可

税務課 (室 ) からのお知らせ

※お問い合わせは、税務課（℡４８９－５９０５）へ

大成高校図書館ボランティア「ほんの森」
ボランティア募集中

　大成高校図書館では、生徒の利用だけではなく地域に開放
した図書館、地域の交流の場としての図書館づくりをめざし、
町内外からボランティアを募り、準備を進めています。
　ボランティア名称は「ほんの森」。図書館には本がいっぱい
あるので本を木に見立てて「森」＝もり＝守、本を守る、子
どもや生徒を見守る、地域の文化を守るなどの願いが込めら
れています。
　随時ボランティアを募集しています。みなさまの空いてい
る時間をお貸し下さい。

○ 活動内容
　 カウンター業務（貸出・返却等）、本の整理、その他
○ 問い合わせ先
　 大成高等学校事務室　℡ ４８９－２０６９

提出を必要とする書類
○ 入札参加資格審査申請書

○ 営業所一覧

○ 委任状（営業所等での入札参加の場合）

○ 印鑑証明書（写）

○ 使用印鑑届

○ 納税証明書
　 ※「市町村税」と国税「消費税及び地方消費税」及び
　　  「法人税」 ( 個人は所得税 )分とする。
　 ※直近１箇年分とする。
　 ※写し可

○ 商業登記簿謄本の写し（法人）又は住民票の写し（個人）

○ 営業許可証明書又は登録証明書（写）

 （営業に必要な場合に限る）
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

３
月
14
日
（
日
）　

午
前
８
時
30
分
受
付　

午
前
９
時
開
会
式

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
開
会
式
：
南
北
コ
ー
ス

東
西
南
北
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー

第
９
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

■
参
加
資
格

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。

　

①
昨
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
の
優
勝
〜
３
位

の
方
。

　

②
本
年
度
の
公
式
大
会（
春
・

夏
）
の
優
勝
者
。

　

③
本
年
度
の
公
式
大
会（
春
・

夏
・
秋
）
の
い
ず
れ
か

に
お
い
て
、
参
加
標
準

ス
コ
ア
（
２
ラ
ウ
ン
ド
、

男
性
１
２
０
以
下
、
女

性
１
３
２
以
下
）
を
記

録
し
た
方
。

※
オ
ー
プ
ン
参
加
の
方
は
、

右
記
の
参
加
資
格
の
制
限

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
費

１
，
５
０
０
円

（
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
、
受
付
期

間
中
は
全
額
返
金
、
そ
れ

以
降
は
返
金
不
可
。
た
だ

し
、
参
加
資
格
①
も
し
く

は
②
に
該
当
す
る
方
は
無

料
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
は
１
，
０
０
０
円
）

■
申
込
方
法

参
加
資
格
①
②
に
該
当
す

る
方
に
は
事
務
局
よ
り
招

待
状
を
送
り
ま
す
。
参
加

資
格
③
に
該
当
す
る
方
は

２
月
８
日
〜
２
月
26
日
ま

で
に
中
央
公
民
館
ま
た
は

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
み
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

小
雨
決
行
、
荒
天
延
期

（
態
度
決
定
は
、
当
日
午
前

６
時
）

※
予
備
日
３
月
21
日
（
日
）

　

２
月
21
日
（
日
）
紀
三
井
寺
公

園
陸
上
競
技
場
〜
県
庁
間
（
21
・

1
㎞
、
10
区
間
）
で
開
催
さ
れ

る
第
９
回
和
歌
山
県
市
町
村
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
に
２

チ
ー
ム
出
場
す
る
た
め
、
選
手
団

は
昨
年
７
月
以
来
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。
大
会
ま
で
残
り
わ
ず

か
で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
当

町
チ
ー
ム
の
監
督
・
コ
ー
チ
・
選

手
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
省
略
）

■
選
手
団
紹
介

【
監　

督
】
大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】
北
広
海
、

丸
畑
明
彦
、
森
端
哲
哉
、

安
田
雄
一
、
福
田
惠
介

【
選　

手
】

《
小
学
生
男
子
》

久
保
拓
巳
、
田
伏
俊
輝
、

後
呂
仁
一
郎
、
新
宅
聖
也
、

樋
瀬
大
輝
、
寺
中
涼
夏
、

丸
畑
拓
視
、
北
晃
知
、

前
久
保
雄
貴

《
小
学
生
女
子
》

山
本
紗
矢
香
、
上
中
麻
瑚
、

中
谷
亜
湖
、
紺
谷
文
香
、

堂
上
博
子
、
宇
城
美
月
、

日
浦
ひ
な
の
、
高
木
麻
理
奈
、

中
西
秋
音
、
波
多
野
聖
華

《
中
学
生
男
子
》

楠
岡
佳
一
、
田
伏
雅
也
、

三
宅
洋
平
、
中
野
尻
祥
、

中
谷
風
太
、
西
川
大
稀
、

松
原
司
、
畠
山
博
貴
、

池
原
悠
葵
、
林
紘
杜

《
中
学
生
女
子
》

久
保
雅
美
、
北
ゆ
う
佳
、

細
峪
由
麻
、
丸
畑
七
海
、

岩
橋
唯
、
大
西
彩
月
、

高
木
彩
雪
莉
、
本
田
凪
咲
、

前
中
歩
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図
書
室
だ
よ
り

新刊紹介
■中央公民館

・「わたしの蜻蛉日記」 瀬戸内 寂聴・著
・「遥かなる水の音」 村山 由佳・著
・「再会」 重松 清・著
・「SOSの猿」 伊坂 幸太郎・著
・「ぜんそく・アトピー・花粉症がスッキリ治
    る知恵とコツ」　　　　　 水嶋丈雄・著
・「フィギュアスケートを１００倍楽しく見る
    方法」　　　　　　　　　荒川静香・著
・「カールじいさんの空とぶ家」

ジャスミン・ジョーンズ・著
■文化センター

・「三人暮らし」 群ようこ・著
・「情動」 新津きよみ・著
・「いかずち切り」 山本一力・著
・「まいにちまぜごはん」　　　 藤井恵・著
・「インフルエンザにかからない暮らし方」

和田耕治・著
・「太平のカメ日記」　 別司芳子・著
・「とっておきの詩」 村上しいこ・著
・「もっとひつじぱん」 あきやまただし・著

放
課
後
子
ど
も
教
室

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

　

生
徒
発
表
会

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・

文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

で
、
月
曜
〜
金
曜
（
午
後
２
時

〜
５
時
）
の
放
課
後
を
楽
し
く

過
ご
そ
う
！

■
中
央
公
民
館

３
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き

を
作
ろ
う
！

10
日　

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

作
ろ
う
！

17
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ 

24
日　

カ
プ
ラ
で
遊
ぼ
う
！

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

10
・
17
日　

体
を
動
か
そ
う
！

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

な
わ
と
び
な
ど
）

24
日　

か
わ
い
い
お
ひ
な
様
作

り
を
し
よ
う
！

【
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
小
川
地
区
公
民
館

５
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（「
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
」

の
皆
さ
ん
）

ふれあいルームで、
初めて干し柿を作ったよ！

「
S
T
A
R
T

〜
あ
り
が
と
う
か
ら
の
一
歩
〜
」

【
生
徒
の
思
い
：
】

　

今
年
り
ら
は
３
年
目
を
迎
え
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
。
み

ん
な
で
舞
台
を
創
る
う
え
で
、
考

え
が
合
わ
ず
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
そ
れ
は
、
み

ん
な
た
っ
た
一
度
し
か
な
い
舞
台

を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
ぶ
つ
か
っ
た
結
果
で
す
。

　

他
の
学
校
で
は
自
分
の
夢
す

ら
、
胸
を
張
っ
て
言
え
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
み
ん
な
と
創
る
舞

台
な
ら
、
思
い
を
伝
え
る
勇
気

が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。
こ
の

発
表
会
を
通
し
て
一
人
一
人
が

成
長
し
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
、
つ
い
に
一
期
生

が
卒
業
し
ま
す
。
思
い
は
つ
い
に

道
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
青
春
を
全
力

で
活
き
た
１
ペ
ー
ジ
、
ぜ
ひ
観
に

来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
場
所

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
内
容　

ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド
・
演

劇
・
生
徒
作
品
の
展
示

■
料
金　

無
料

■
送
迎　

JR
岩
出
駅
ま
た
は
和
歌

山
電
鐵
貴
志
駅

　
　
　
　

要
予
約

■
問
合
せ

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

　

電
話
（
４
９
７―

９
１
１
１
）

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
月
３
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

２
月
17
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）

〜
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
〜

【
二
百
冊
】

　

池
本
智
輝
（
第
一
保
）

【
四
百
冊
】

　

松
本
紘
槻
（
下
小
５
年
）

【
五
百
冊
】

　

中
原
大
志
（
第
二
保
）

　

田
伏
雅
也
（
野
中
３
年
）

【
六
百
冊
】

　

中
原
龍
一
郎
（
２
歳
）

【
七
百
冊
】

　

森
谷
澄
花
（
下
小
３
年
）

〜
本
の
返
却
の
お
願
い
〜

【
中
央
公
民
館
図
書
室
】

　

県
立
図
書
館
で
借
り
て
い
る

本
の
返
却
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
の
で
、
借
り
て
い
る
方
は
速

や
か
に
中
央
公
民
館
図
書
室
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
一
般
図
書
】

「
再
会
」　　
　
　
　

重
松
清
・
著

　

頑
張
っ
て
い
な
い
人
な
ん
て
、

誰
も
い
な
い
。
で
も
、
ど
う
に
も

な
ら
な
い
こ
と
は
あ
る―

。

　

子
供
の
頃
、
勇
気
は
み
ん
な
か

ら
称
え
ら
れ
、
努
力
は
必
ず
報
わ

れ
た
。
だ
け
ど
、
大
人
に
な
っ
た

今
は
・
・
・
？
な
つ
か
し
い
人
と

の
再
会
は
、
あ
の
頃
の
自
分
と
出

会
う
こ
と
。
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な

か
っ
た
日
々
を
必
死
で
生
き
る
人

た
ち
が
手
に
す
る
、
さ
さ
や
か
な

希
望
を
描
く
感
動
作
。

「
情
動
」　　
　

新
津
き
よ
み
・
著

　

甥
の
翔
に
絵
の
才
能
を
垣
間

見
た
由
希
は
、
絵
の
指
導
を
す

る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
思
い
は

過
剰
な
ま
で
に
強
く
な
る
。
家

族
の
繋
が
り
を
様
々
に
描
く
珠

玉
の
短
編
集
。

【
児
童
図
書
】

「
太
平
の
カ
メ
日
記
」
別
司
芳
子
・
著

　

太
平
は
、
生
き
物
係
の
春
菜

ち
ゃ
ん
が
見
つ
け
て
き
た
三
本

足
の
カ
メ
を
家
で
飼
う
こ
と
に
な

り
、
ブ
ロ
グ
で
観
察
日
記
を
つ
け

は
じ
め
る
。
あ
る
日
、
ブ
ロ
グ
に

「
な
お
リ
ン
」
と
い
う
女
の
子
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
が
き
て
い
た
。
太

平
は
ブ
ロ
グ
を
通
し
て
、
カ
メ
の

こ
と
に
と
て
も
詳
し
い
「
な
お
リ

ン
」
と
仲
良
く
な
る
が
・
・
・
。

「
も
っ
と
ひ
つ
じ
ぱ
ん
」

あ
き
や
ま
た
だ
し
・
著

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
言
葉
に
の
せ
て

進
行
す
る
ひ
つ
じ
の
パ
ン
屋
さ
ん

は
今
日
も
大
忙
し
。
ぱ
ん
ぱ
か

ぱ
ー
ん
と
焼
き
あ
が
る
の
は
、
さ

て
ど
ん
な
パ
ン
で
し
ょ
う
？
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
た
び
に
、
お
な
か
が

「
ぐ
ぅ
！
」
と
鳴
る
、
お
い
し
そ

う
な
絵
本
で
す
。
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
四
十
六

●
釜
滝
金
剛
寺

仏
名
会
本
尊
仏
画

人
権
を
考
え
る
公
開
講
座

　
「
人
の
痛
み
を
感
じ
る
世
に
」

■
期
日　

２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所　

中
央
公
民
館

　

今
の
日
本
人
は
、
思
い
や
り

が
欠
け
て
い
る
。
人
の
痛
み
を

感
じ
る
人
が
多
く
な
れ
ば
世
の

中
は
も
っ
と
生
き
や
す
く
な
る

の
で
は
…
。

■
定
員　

200
人
（
先
着
順
）

■
申
込
み　

住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
（
電
話
番
号
）
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
生
涯
学
習
課
（
電

話
４
８
９―

５
９
１
５
Fax

４
８
９―

５
４
０
０
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

満
１
歳
か
ら
小
学
２
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
一

時
保
育
を
行
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
申
込
み
の
際
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

講師　浅井周英さん
学校法人
教円幼稚園園長兼理事長

■
名
称　

仏
名
会
本
尊（
三
幅
）

■
時
代　

江
戸
時
代

■
所
在
地

紀
美
野
町
釜
滝　

金
剛
寺

（
釜
滝
薬
師
寺
）

■
法
量

　
　
　

縦
一
三
四
・
五
㎝
、
横

八
二
・
五
㎝
絹
本
着
色

■
銘　

元
文
三
年
霜
月
索
之

　
　
　

志
賀
野
庄
結
衆
中

■
名
称　

両
界
曼
荼
羅
図

■
時
代　

江
戸
時
代

■
所
在
地

紀
美
野
町
釜
滝　

金
剛
寺

（
釜
滝
薬
師
寺
）

■
法
量

　

縦
一
四
六
㎝
、
横
一
三
二

㎝
（
胎
）（
金
）
同
じ
、 

絹

本
着
色

■
銘
文

右
本
尊
南
峰
金
堂
以
大
曼

荼
羅　
　
　

役
人　

孫
太
郎

之
真
像
令
奉
為
書
写
之
而

己　
　
　
　
　
　

新
太
郎

紀
州
那
賀
郡
志
賀
野
庄
釜

滝
邑

高
野
山
絵
師　

数
馬

龍
光
山
金
剛
寺
什
物

同
表
具
師　

伊
兵
衛

一
代　

阿
闍
梨　

演
智

宝
暦
十
一
辛
巳
天
四
月
八
日

●
釜
滝
金
剛
寺

両
界
曼
荼
羅
図
（
双
幅
）

仏
画

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

生
花
サ
ー
ク
ル（
中
央
公
民
館
）

　

私
た
ち
生
花
サ
ー
ク
ル
は
、

９
名
の
会
員
で
、
月
１
回
中
央

公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
花
は
未
生
流
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
、
四
季
折
々
の
花
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
取
り
入
れ

て
生
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
傍
ら
で
、
季
節
の
料
理

や
お
菓
子
の
作
り
方
、
食
べ
方

な
ど
を
学
ん
だ
り
、
時
に
は
人

生
の
話
に
も
花
を
咲
か
せ
て
に

ぎ
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
私
た
ち
の
会

へ
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
歓

迎
し
ま
す
。

【活動日時】
毎月第２木曜　
午後７時30分～

一
面
の
銀
世
界
を
体
験
し
ま

し
た
！

　

１
月
８
日
（
金
）
〜
10

日
（
日
）
36
名
の
参
加
者
と

ス
タ
ッ
フ
７
名
の
計
43
名
で

長
野
県
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場

に
て
雪
国
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

８
日
の
夜
に
出
発
し
、
翌

朝
、
目
を
覚
ま
す
と
そ
こ
は

白
銀
の
世
界
。
さ
っ
そ
く
着

替
え
て
ゲ
レ
ン
デ
へ
。
初
心

者
の
子
ど
も
達
も
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
丁
寧
な
指
導
で
半

日
の
練
習
だ
け
で
、
タ
ー
ン

も
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
翌

日
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
山

頂
か
ら
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
き

滑
降
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
半
と
い
う
短
い
間
で

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
雪
国
を

楽
し
み
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

「
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会結

果
!!
」

　

12
月
23
日
（
祝
）
海
南
市

大
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
「
JA
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
小
学
生
８
人
制
サ
ッ
カ
ー

大
会
海
南
海
草
予
選
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
野
上
Ｊ
Ｓ

Ｃ
が
出
場
し
、
４
チ
ー
ム
で

の
リ
ー
グ
戦
で
接
戦
を
繰
り

広
げ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
JA
全
農
杯

チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
小
学
生
８

人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会
和
歌
山

県
大
会
」（
２
月
21
日
、
橋
本

運
動
公
園
）
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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歌
の
小
道

ど
れ
も
好
き
刺
身
照
り
焼
き
鰤ぶ

り

大
根　
　
　
　
　
　
　

岡
哲
夫

さ
さ
や
か
な
企
て
あ
り
て
お
で
ん
酒　
　
　
　
　

小
林
寿
美
子

竹た
け

籠か
ご

に
あ
ふ
れ
て
軽
き
若
菜
か
な　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

絵え

双す
ご
ろ
く六

越
え
ね
ば
な
ら
ぬ
橋
い
く
つ　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

若
水
を
汲
む
手
に
常
備
薬
を
持
ち　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

年
の
夜
の
静
か
に
ふ
け
て
月
青
し　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

煮
物
に
も
酒
に
も
飽
き
て
四
日
か
な　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

初は
つ
が
ら
す鴉

一
級
河
川
を
横
切
れ
り　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

年
玉
を
自
転
車
駆
け
て
取
り
に
来
し　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

草そ
う
も
く木

は
冬
枯
れ
覚
め
ず
静
も
り
て

　
　
　

椿
一ひ
と
も
と本
山
守も

る
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
邦
彦

過
疎
の
土
地
媼お

う
なは

逝
き
て
木
は
森
に

　
　
　

里
の
や
が
て
を
思
ひ
み
る
か
も　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

若
き
日
は
一
人
に
な
る
と
ホ
ッ
と
し
た

　
　
　

今
こ
の
年と

し令
の
一
人
は
寂
し　
　
　
　
　
　

河
野
昭
子

息
こ

子
を
乗
せ
て
車
を
駆
く
る
山
間
に

　
　
　

し
か
り
て
い
し
子
に
し
か
ら
れ
て
お
り　

竹
本
セ
ツ
子

い
い
紀
美
野
い
い
顔
つ
ど
い
明
か
る
さ
を

　
　
　

素
顔
で
見
合
う
ス
テ
キ
な
町
を　
　
　
　
　
　

浴
俊
夫

千
両
の
実
の
輝
き
に
ほ
っ
こ
り
と

　
　
　

心
ふ
く
ら
む
七な

な

そ十
路じ

の
春　
　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

大お
お
み
そ
か

晦
日
雨
戸
を
く
れ
ば
初
の
雪

　
　
　

寒
さ
の
ま
ま
に
年
は
暮
れ
ゆ
く　
　
　
　

中
道
と
し
み

健
や
か
に
五
年
日
記
の
ペ
ー
ジ
閉と

ず

　
　
　

感
謝
の
日
日
な
り
新
年
迎む

か

う　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

初
夢
は
東
照
宮
と
も
お
ぼ
ろ
な
り

　
　
　

石
段き
だ

上
が
る
歌と

友も

皆
若
く　
　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

天文台だより 学校だより

　１月号の天文台だよりで紹介した元日
の月食はいかがでしたか？月食で明けた
2010 年は、全部で３回の月食が起こりま
す。私は見逃しましたが、同じように元日
の月食を見られなかった方、もちろんばっ
ちり見た方も、残る６月（食分 0.5）と 12
月の月食（皆既）を今から楽しみにしてお
きましょう。
　月食は、太陽光でできる地球の影と月が
重なる時に起こります。満月の一部または
全部が、地球の影に隠れて月が欠けたよう
にみえる現象です。月食が起こらなくても、
欠けた月自体は珍しいものではありません
ね。半月や三日月は毎月必ずみえます。
　では、これらの月と月食の違いは何で
しょうか？それは欠けた月の形です。半月
や三日月は毎月同じ形に欠けますが、月食
は普段と違う形に欠けるため、変わった形
の月がみられます。果たして今年の月食で
はどんな形の月がみられるでしょうか？残
る２回の月食をぜひ楽しんでください。

「今年３回もある月食とは？」　　　　　　　　
　　　　　　　　客員研究員　宮崎恵 　本校の文化祭は、保護者や地域の方々の

ご協力で、毎年 11 月頃、飲食バザー（当
日までに、生徒や保護者が地域を回り、食
券を販売。当日は、カレー、うどん、蒸し
パン、唐揚げ、フランクフルト、焼きイモ
などを販売）や、野菜バザー（６月に地域
の各家庭に野菜の種を配布し、育てていた
だいた野菜を文化祭で販売）、物品バザー
（地域の方々に物品を提供していただき販
売）などを行い、地域の多くの方々に楽し
んでいただいてきました。更に今年度は、
小学校と保育所にも呼びかけ、午後の学習
発表会を保小中の合同発表会にしようと計
画を進めていました。ところが、今年度
は、生徒が新型インフルエンザに感染した
ため、２日前に急遽延期を決定、その後イ
ンフルエンザの流行で学校閉鎖となったた
め、文化祭を中止せざるを得ませんでした。
楽しみにしていただいていた地域の方々、
並びに、バザーの野菜や物品を準備して下
さっていた方々には本当にご心配とご迷惑
をお掛けしました。従って、今年度は例年
のような文化祭は出来ませんでしたが、12

月 20 日（日）の午後、
学習発表会として地
域や家族のみなさん
に生徒発表や生徒作
品展示を観ていただ
き、無事終了するこ
とができました。

「文化祭を終えて」　紀美野町立長谷毛原中学校

―休館のご案内―
■反射望遠鏡の整備の為、
２月15日（月）～３月19日（金）
（予定）まで終日休館をします。
皆様には大変なご迷惑をおかけし
ますが、ご理解ご協力の程、何卒
よろしくお願い致します。
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子

12月の消防の動き
●火災発生件数…１件（建物）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 26（２） （　） 26（２）
一 般 負 傷 ５（　） （　） ５（　）
交 通 事 故 ３（　） （　） ３（　）
そ の 他 ６（　） （　） ６（　）
合 計 40（２） （　） 40（２）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

　

平
成
21
年
中
に
お
け
る
紀
美

野
町
消
防
署
管
内
の
火
災
・
救

急
・
救
助
の
出
場
件
数
を
紹
介

し
ま
す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

　

平
成
21
年
中
の
火
災
件
数
は

10
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
１
件

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物

火
災
６
件
、
そ
の
他
火
災
４
件

で
、
出
火
原
因
と
し
て
放
火
に

よ
る
も
の
が
４
件
、
枯
れ
草
焼

き
、
た
ば
こ
、
電
気
配
線
に
よ

る
も
の
が
各
１
件
、
不
明
が
３

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
（
１
）
は
、
平
成
21
年
中
の

火
災
件
数
で
す
。

救
急
出
場
件
数
の
状
況

　

平
成
21
年
中
の
救
急
出
場
件

数
は
、合
計
５
２
８
件
で
し
た
。

前
年
に
比
べ
て
21
件
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
の
出
場
件
数

で
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急

病
の
３
４
３
件
（
65
％
）
で
、

前
年
に
比
べ
２
件
減
少
し
て
い

ま
す
。
続
い
て
一
般
負
傷
の
75

件
（
14
％
）
で
、
前
年
に
比
べ

13
件
減
少
し
、
次
に
交
通
事
故

の
40
件
（
８
％
）
で
、
前
年
に

建 物 火 災・・・・・・６件

その他火災・・・・・・４件

合　　　計・・・・・・10件

表（１）平成２１年中の火災件数

表（２）事故種別ごとの救急出場件数

比
べ
て
７
件
減
少
し
て
い
ま

す
。そ
の
他
が
70
件（
13
％
）で
、

前
年
に
比
べ
１
件
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

又
、
救
急
出
場
に
伴
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
た
救
急
事

案
は
24
件
で
、
前
年
に
比
べ
３

件
減
少
し
て
い
ま
す
。
救
急
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し

て
の
「
病
院
紹
介
」
は
３
３
５

件
で
前
年
に
比
べ
47
件
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に

は
、
離
着
陸
場
に
於
い
て
医
師

に
よ
る
専
門
的
治
療
が
施
さ
れ

る
為
、
離
陸
ま
で
時
間
を
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
又
、
砂

ほ
こ
り
や
騒
音
で
ご
迷
惑
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
尊
い
生
命

を
救
う
為
、
皆
様
方
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

表
（
２
）
は
、
事
故
種
別
ご
と

の
救
急
出
場
件
数
で
す
。

救
助
出
動
件
数
の
状
況

　

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件

数
は
９
件
で
前
年
よ
り
２
件
減

少
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
交

通
事
故
３
件
、
そ
の
他
の
事
故

６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
・
そ
の
他
出
動

件
数
の
状
況

　

警
戒
出
動
件
数
は
２
件
で
前

年
よ
り
５
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
そ
の
他
出
動
は
13
件
で
、

前
年
と
同
数
で
す
。
た
き
火
の

苦
情
に
よ
る
も
の
が
９
件
、
火

災
予
防
、自
然
災
害
、捜
索
活
動
、

そ
の
他
が
各
１
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

　

本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動

実
施
に
伴
い
、
左
記
の
通
り
サ

イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す

の
で
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
吹
鳴
日
時

　
　

平
成
22
年
３
月
１
日（
月
）

午
前
７
時
00
分

②
吹
鳴
方
法　

一
声（
１
分
間
）

３
月
１
日
〜
３
月
７
日　

　

春
の
火
災
予
防
運
動

火
災
発
生
状
況
案
内
に
つ

い
て

　

町
内
で
の
火
災
発
生
状
況
に

つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
は
、
℡

４
８
９―

６
６
７
７
に
お
掛
け

く
だ
さ
い
。（
火
災
状
況
が
録

音
さ
れ
て
い
ま
す
。）

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
22
年
３
月
７
日
（
日
）

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の

前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警

防
課
ま
で

（
℡ 

４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在

修
了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回

受
講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年

を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
７
日　

消
防
記
念
日



2010・215

人の動き

（平成21年12月末現在）
紀美野町面積128.31km2

総人口………… 11,062人
 　男　………… 5,157人
 　女　………… 5,905人
 世帯数………… 4,651世帯

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）

１日（月）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【14日（日）・28日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

17日（水）13:00 ～ 行政相談【～15:00】 中央公民館
美里支所

総務課
総務・税務室

489-5912
495-3471

20日（土）13:30 ～ 人権を考える公開講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915

21日（日） ９:00 ～ 和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会 和歌山市 生涯学習課 489-5915

２月

　寒中お見舞申し上げます。
　一年で一番寒い時期を迎えます。特に受験生の皆さ
んは、風邪など引かないように健康管理には十分注意
を払って下さい。
　また、21 日には和歌山市で市町村対抗ジュニア駅伝
競走大会が開かれ、各市町村のたすきがつながれます。
本町チームも大会に向けて練習に励んでいます。　
　皆さん、ご声援よろしく。頑張れ「紀美野町チーム !!」

編 集 後 記

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科　・テクニカルメタルワーク科
　　　　　　・テクニカルオペレーション科
　　　　　　・ビル管理科　
訓練期間　平成２２年４月２日（金）～９月２９日（水）
募集期間　平成２２年２月５日（金）～３月５日（金）
受 講 料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）

お問合せ先
独立行政法人雇用・能力開発機構
和歌山センター訓練課
℡４６１―５６４９

臨時職員募集（中央公民館及び文化センター図書室）について
職　　種　　図書室整理員
勤務場所　　紀美野町中央公民館及び文化センター
募集人員　　若干名
職務の内容　中央公民館及び文化センター図書の蔵書点検業務（整理、図書情報のパソコン入力）等
雇用期間　　平成２２年４月１９日（月）～６月３０日（水）
勤務条件　　平日（月～金曜日）のうち週３日以上で、且つ午前９時から午後５時までの内
　　　　　　３時間以上勤務可能な方（但し、勤務初日は、１日勤務）
賃　　金　　時給７００円（昇給、賞与及び退職金：なし）
　　　　　　履歴書（JIS規格）を持参のうえ、平成２２年２月１９日（金）までに下記へお申

込みください。（受付は月曜日～金曜日の午前８時３０分～午後５時１５分）
申込み先　　紀美野町教育委員会生涯学習課（中央公民館内）
面接日時　　平成２２年２月２４日（水）午前９時３０分から
面接場所　　中央公民館２階会議室

お問合せ先
生涯学習課
℡４８９－５９１５

申込み方法
及 び 締 切
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祝 成 人祝 成 人
１１９人が大人の仲間入り

平成22年紀美野町成人式

　

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

夢
と
希
望
を
現
実
の
も
の
に
で

き
る
力
と
若
さ
は
、
あ
な
た
方
の

特
権
で
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に
何

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
し

て
、
人
生
の
目
標
に
向
か
っ
て

歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
人
の
新
成
人
の
方
に
、〝
成

人
を
迎
え
て
〞
の
感
想
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
大
き
な
責

任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
く
中
、
次
代
を
支

え
る
子
ど
も
達
に
真
剣
に
向
き

合
っ
て
、
そ
の
職
責
を
果
た
し
た

い
で
す
。
紀
美
野
町
に
生
ま
れ
、

何
ら
か
の
方
法
で
ふ
る
さ
と
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

　

１
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
平
成
22
年
紀
美
野
町
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
平
成
元
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

１
１
９
人
（
男
性
51
人
、
女
性
68
人
）
が
対
象
。

　

当
日
は
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
や
新
し
い
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
１
０
２
人
が
出
席
。
会
場
内
は
久

し
ぶ
り
に
会
う
旧
友
た
ち
と
楽
し
く
語
り
あ
っ
た

り
、
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
と
終
始
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
、
紀
美
野
町
民
歌
斉
唱
の
後
、

寺
本
町
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
、

新
成
人
を
代
表
し
て
中
道
絢
子
さ
ん
（
下
佐
々
）

か
ら
「
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

周
囲
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
社
会
を
担
う

べ
き
一
人
と
し
て
、
そ
の
重
み
を
か
み
し
め
て
い

ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
式
は
終

了
し
ま
し
た
。

　

式
後
、
記
念
撮
影
が
あ
り
、〝
成
人
の
一
歩
〞

を
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
〝
お
礼
の
言

葉
〞
を
述
べ
る
中
道
絢
子
さ
ん

二
十
歳
の
誓ち
か

い北端ひかるさん
（野　中）

　

私
は
本
日
、
成
人
式
と
い
う
大

き
な
節
目
に
立
つ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
ま
で
私
を
支
え
続
け

て
く
れ
た
両
親
、
多
く
の
周
り

の
方
々
に
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

今
、
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢

で
あ
る
看
護
師
を
目
指
し
専
門
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
決

め
た
道
を
し
っ
か
り
と
歩
み
、
こ

れ
か
ら
出
会
う
患
者
さ
ん
の
支
え

と
な
る
よ
う
、自
覚
と
責
任
を
も
っ

て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中谷豪志さん
（毛原下）

　

私
は
２
年
前
大
学
に
進
学
し
、

親
元
を
離
れ
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て

思
っ
た
こ
と
は
、
親
の
存
在
が
ど

れ
ほ
ど
大
き
か
っ
た
こ
と
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
で
は
、
一
人
暮

ら
し
に
慣
れ
、
な
ん
と
か
や
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ

れ
た
の
も
親
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

今
日
、
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
人
と
し

て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
地
域
や

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。中屋朱理さん

（小　畑）

　

私
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
保
育

士
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
に
就

く
こ
と
は
、
私
の
幼
い
頃
か
ら
の

夢
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
叶
っ
た

喜
び
が
大
き
い
反
面
、
と
て
も
身

徳田一起さん
（吉　野）

　

私
た
ち
が
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
心
に
留
め
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
二
十
年
間
を
如
何

に
生
き
て
き
た
か
を
試
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。皆
さ
ん
は
、

幼
い
頃
ど
の
よ
う
な
夢
を
抱
い
て

い
ま
し
た
か
。
き
っ
と
希
望
に
あ

ふ
れ
た
将
来
像
を
描
い
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
自
分

を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

世
知
辛
い
世
の
中
の
波
に
呑
ま

れ
、
未
来
の
選
択
肢
は
狭
ま
っ
て

い
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
若

い
力
を
利
用
し
、
社
会
を
変
革
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
自
ら
の
目
標
を
も
う

一
度
見
定
め
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
臨
も
う
と
思
い
ま
す
。


